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すべてのものが生きる病院環境を目指して。医療の質の向上を実現。

医療法人 明仁会 かないわ病院

かないわ病院は1956年、石川県金沢市北西部地域の医療の必要性か
ら、医師会及び財界有志により設立された精神科病院です。

21世紀はこころの時代と言われ、地域社会とのつながりと透明性、更に
安心して相談できるセキュリティレベルなどが不可欠となってきています。
また、加えて精神科病院では医師・看護師だけでなく、多職種の専門集団
が一人の患者さんに初診から入退院、職場復帰、家族支援など幅広く関
わっています。
当然ながら1人の患者さんに10人が関ればその数に応じた見立て・考え
方があり、関わるスタッフが綿密に情報交換・共有をしなければ患者さん
の状況を正確に把握出来なくなります。
多職種の認識を共有し情報の集約や速やかな伝達、方向性の設定を可
能とするには電子カルテは必須のシステムです。
チーム医療にはすべてのスタッフがその能力を最大限に発揮して連携
することが重要で、最大の目的とするのは患者さんの利益であるべきです。
患者さんとスタッフの信頼関係が作られていること、スタッフ間の信頼関
係が出来ていること、かないわ病院はすべてのものが生きる環境を目指し
てIT技術を活用しています。

■ＩＴ導入の背景と目的
昨今、精神科病院では、国の医療費削減の取り組みとして、慢性疾患を取り扱う療養病床の削減すなわち「社会
的入院」を削減し、地域社会に復帰させようとする背景があります。
このことにより、これまで療養病床を取り扱う精神科病院としては大幅な収入減は避けられず、早急な方針転換
を求められることとなり、国の施策に従い効率的な医療費の削減を実行すべく、患者様の早期復帰をめざして病
院の「急性期化」に舵をきることとなった。
病院の急性期化に向かうにあたり、取り扱う情報の高速化や関連施設部署等への共有を実現するため、院内情
報システム基盤を根本から整備することが必要となり、また携わる職員においてもこれまでよりも質の高い医療
サービスを提供しながら急性期化に向かっていくため、それぞれの意識を変革し、電子カルテを「活きたマニュア
ル」として「業務標準化」を目指すという目的を掲げながら、病院情報システム全体の刷新を行った。

■ＩＴ化の概要
 病院情報システムを支える「止まらない」IT基盤の構築

24 時間365 日連続稼動が求められる病院情報システムのIT基盤として、ネットワーク、サーバー、ストレージ
を完全冗長化により、病院情報システムを無停止かつ安定運用させる為の仮想化システム基盤に更新した。

岡田 淳夫 氏

医療法人 明仁会 かないわ病院 病院長

 「業務変革/経営革新」を目指して院内情報システムを刷新
患者サービスおよび医療の質の向上を目指し、電子カルテシステムを新規導入。また部門システムである医
事会計システム、医療用画像配信システム（PACS）、生理検査システム、調剤支援システム、給食・栄養管理シ
ステム等も並行して刷新し、電子カルテシステムと連携させた。
さらには、過去の紙カルテや日々院内で発生する紙帳票はスキャン
ニングにより電子化し、文書管理システムにて一元管理を実現。
職員の新しい働き方を実現し、急性期化に対応するチーム医療促進
とスピード経営に寄与する院内情報システムを導入した。



■ＩＴ導入の効果

かないわ病院様の物事に取り組む本気度やチームワークは本当に素晴らしいです。スタッフ全員、患者様のことを
第一に考え、改善意欲を持って業務に取り組んでいます。この人間力こそがチーム医療を促進させ、医療の質を
向上させる原動力になっていると感じます。苦手だったITも積極的に活用し、院内会議の質も飛躍的に向上してい
ると実感します。私もIT経営のご支援を通じて、これからもお客様と一緒に成長し、ITベンダーとも一丸となって日
本の医療発展に寄与していきたいです。

社名 ： 医療法人 明仁会 かないわ病院 TEL ：076-267-0601
代表者名 ： 氏名 理事長 永田 巽 FAX ： 076-267-0962
設立 ： １９５６年４月２４日 URL ： http://www.kanaiwahp.com
資本金 ： 医療法人財団の為、無し
売上高 ： １０億円（２０１３年度）
従業員数 ： １４４人（２０１３年度）
事業内容 ： 病院（精神科病院）

病院概要 所在地：〒920-0351 石川県金沢市普正寺町９－６

ITコーディネータから一言
富士ゼロックス北陸株式会社 ITコーディネータ 川上正春 氏
http://www.fujixerox.co.jp/hrx/

 医師の処方業務が格段にスピードUP
電子カルテの導入により、紙カルテ運用から処方
業務時間を大幅に短縮し、患者様へより質の高い
医療の提供が可能となった。また医師の各種帳票
作成効率が飛躍的に改善した。

 患者情報の事前共有により、申し送り時間を短縮
患者様の情報を電子カルテで事前に共有してお
くことで申し送りに費やす時間短縮に成功。これに
より患者サービス企画への時間をより多く確保。
また医師の回診時間確保にも寄与。

 場所を選ばない患者説明が可能に
これまで患者様への病状説明を行う場合、レント
ゲンやCT等の画像を見せながらの説明では、専用
表示機材が設置されている場所で行う必要があっ
たが、PCの仮想化によりタブレットなど様々なデバ
イスを用いてベッドサイドでも迅速に詳細な説明が
可能になり、患者サービス向上へとつながった。

 導入したITを利活用し、業務の標準化を実現
電子カルテを軸とした病院情報システム導入によ
り、「活きたマニュアル」として、コメディカルを中心
に業務の標準化実現につながった。

 書類の検索時間の短縮とスペースコストを削減
過去カルテや各種帳票は全て電子化し、電子カ
ルテ上から検索可能に。紙文化から電子文化へ働
き方そのものを変革。カルテ庫は別の用途で有効
活用。

 機動力のあるIT運用を実現し、IT戦略企画に集中
サーバー/クライアント等の院内システムにおけ
る保守工数を大幅に低減でき、情報システム部門
はIT戦略企画へ業務を集中。


